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成瀬台中学校だより 
令和７年度－第７号－ 

Tel (042)728-6030  HP http://www.machida-tky.ed.jp/j-narusedai/ 

全校生徒の皆さんに話をするのは、麻生市民館での合唱コンクール以来 2 週間ぶりです。（中略） 
時間の感じ方は色々ですが、各クラスの一人一人が同じ目標に向かって時間と空間、そして思いを積み重ね

ながら共有したことは、心と身体にしっかりと刻まれているはずです。 
「金賞」を目指した結果は、それぞれです。そして、その結果の受け止め方も、またそれぞれです。 
大切なことは、合唱コンの取組を通して何が身に付き、何ができるようになったかです。一方で、皆さんの

合唱が当日の会場で聴いていた人たちに大きな感動を与えていたことも紛れもない事実です。 
保護者の方々からお寄せいただいたアンケートへのメッセージを、一部紹介します。 
 

【第 1 学年保護者の方】 
 

【第 2 学年保護者の方】 
 

【第 3 学年保護者の方】 
 

【第 3 学年保護者の方】             
 
以上のメッセージは、皆さんの創り上げた合唱がいかに素晴らしかったかの証でもあります。 
特に 3 年生の合唱は、当日の閉会式でも触れましたが、本当に素敵でした。声の美しさやハーモニーや曲想

の完成度、気持ちの伝わり方は、圧倒的でした。この３年生の想いが、下級生に引き継がれ、上級生を見習えば

間違いないという、成瀬台中学校の素晴らしい伝統が確かなものになっていく手応えを強く感じます。 
日々の学校生活は、学習や行事、清掃活動も含めて様々な取組の集合体でもあります。その取組一つ一つで、

自分やクラス、学年に何が身に付き何ができるようになったのかを問い続けることが、伝統を強固なものにし

ます。１・2 年生は、この伝統を引き継ぎ、今年の 3 年生を超える、さらなる成長を期待しています。 



  

台中生の健闘を讃えて
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


